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４．収支差額率の多寡だけでは判断できない施設経営の実態（借入金の返済負担の実態） 

 

設備資金借入金の元金部分の返済負担（償還割合）を対象とし、設備資金借入金支出に充当する「施設整備等補助   金収入」を収入に加味している。 

また、金利に対する返済（支払利息支出）は借入金元金の負担を示すため考慮していない。 

指標等（定義等） 資金収支計算書 「拠点区分別資金収支明細書」 

主たる収入 事業活動収入計-(経常経費寄付金収入+流動資産評価益などによる資金増加   額)+施設整備等補助金収入 

借入金支出 設備資金借入金元金償還支出 

主たる収入に占める借入金の割合 設備資金借入金元金償還支出÷主たる収入×100（％） 

                   

  ＜（参考）グラフ 4:収支差額率+減価償却費率―主たる収入に占める借入金割合＞ 

       

＜グラフ 2:X軸：サービス活動増減差額率（収支差額率）Y軸：主たる収入に占める借入金割合＞ ＜グラフ 3:X軸：サービス活動増減差額率(収支差額率)+減価償却費率 Y軸：主たる収入に占める借入金割合＞ 

赤色部分の施設は、「借入金返済割合」が

「収支差額率」を上回る。つまり、資金繰

りに懸念あることを表している。 

【「借入金返済割合」が上回る施設】 

・全体：76.38%（97施設/127施設） 

・従来型：82.35％（42施設/51施設） 

・ユニット型：67.19％（43施設/64施設） 

・混合型：100.0％（12施設/12施設） 

【資金繰りに「より懸念ある施設」居室形態別の特徴】 

＜従来型・混合型＞ 

・そもそも収支差額率マイナス（赤字）が過半数 

・黒字でも境界線付近か余力 5％以内が多数 

＜ユニット型＞ 

・収支差額率の赤字は約 16％でも、資金繰り懸念は約 33％ 

・黒字でも余力 5％までが多数、収支差額率の多寡と異なる 

（詳細分析） 

【全体の約 16％が資金繰り懸念ある】 

・従来型：約 30％がマイナス 

・ユニット型：約 3％がマイナス 

・混合型：約 20％がマイナス 

※上記表・グラフは事業活動計算書から算出した「サービス活動増減差額率（収支差額率）」から、資金収支計算書から算

出した「借入金返済割合」を引いて作成した。異なる決算書から算出した経営指標を突き合わせて作成したため、必ずし

も「収支差額率（事業活動計算書上の儲け）-借入金返済（資金収支計算書上の費用）=資金」とならないことに十分留意

し、参考程度の取扱とする。 

グラフ 2：資金収支計算書の作成区分が「特養+短期入所」または「特養のみ」

で、かつ資金収支計算書の「設備資金借入金元金償還支出」の科目に

数値がある施設 127施設を対象に集計 

グラフ 3：借入金返済力として、収支差額率に減価償却費率を加えた数値に対

する、主たる収入に占める借入金返済割合 

（※国も平成 28 年度「介護事業概況調査」で初めて資金繰りの観点

を調査項目として取り入れた） 

※いずれも 5％刻みで集計しているため、グラフの散布図とずれが生じる。 

実質上の返済原資「減価償却費」を加味

した場合でも、より資金繰りに懸念ある

施設が赤色部分の施設である。 

【より資金繰りに懸念ある施設】 

・全体：51.97%（66施設/127施設） 

・従来型：70.59％（36施設/51施設） 

・ユニット型：32.81％（21施設/64施設） 

・混合型：75.00％（9施設/12施設） 
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